
年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和６年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ① ② ③ ④

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

【 知　識　及　び　技　能 】 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解する。

①田倉章良 ②小出篤史 ③佐藤恭江 ④西川紫月 ⑤橋本明彦

情報Ⅰ図解と実習　日本文教出版

情報

情報と情報技術及びこれらを活用し、自らの生活に適切に活用する。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する行動ができる。

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータ
やデータの活用について理解し，技能を身につけて
いるとともに，情報社会と人との関わりについて理
解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問
題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に用いている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術
を活用し，自ら評価し改善しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

14

配当
時数

前
期

第１章
第１節　情報社会を見渡してみよう
　　　　オリエンテーション
　　　　問題解決実習
・身近な事例から情報社会を意識し，基
本的な情報ﾓﾗﾙについて理解する。
・情報やメディアの特徴，情報社会の特
徴について理解する。
・情報セキュリティを高める方法，情報
社会を支える法律について理解する
・よりよい情報社会の発展のために必要
なことを意識する。

・指導事項
中学校までに学んだスキルを
チェックする。コンピュータを使
うために必要な基本的なことがら
を確認する。文字入力やファイル
操作の方法を確認する
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、文書作成ソ
フト、プレゼンテーションソフ
ト、教科書、副教材、個人端末

【知識・技能】
情報社会におけるモラル、メディアの特徴、
法律等を理解している。
【思考・判断・表現】
情報社会におけるモラル、メディアの特徴、
法律等に関して、例を挙げ説明することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
情報化社会を意識し、適切なメディアの活
用、セキュリティ対策、法律を理解し、行動
することができる。

◯ ◯ ◯ 16

第２章
第１節　メディアとコミュニケーション
第２節　情報デザイン
・メディアとコミュニケーション手段の
発達について知る
・インターネット上のコミュニケーショ
ン手段とその特性を理解する。
・ソーシャルメディアの特徴と活用する
際の注意点を知る。
・情報デザインの考え方を理解する。
・情報伝達の手段と特徴を理解する。
・情報ﾃﾞｻﾞｲﾝによる問題解決を知る。

◯

・指導事項
身近なSNSを例に事例を提示しなが
ら考える。自らの行動と照らし考
える。
華泉祭のポスター作りを通して、
情報デザインの理解を深める。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、画像編集ソ
フト、文書作成ソフト、教科書、
副教材
、個人端末

【知識・技能】
メディアとコミュニケーション手段の発達と
特性、及び、情報伝達の手段を理解する。
【思考・判断・表現】
コミュニケーション手段の特徴を説明するこ
とができる。それぞれの活用方法を具体例を
挙げながら説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ソーシャルメディアの利便性と問題点を正し
く理解し，よりよい活用法を探ろうとしてい
る。

◯ ◯ ◯

10

後
期

第３章
第１節　コンピュータのしくみ
第２節　アルゴリズムとプログラム
・コンピュータの基本的な構成とそれぞ
れの役割について理解する
・CPUによる演算のしくみについて理解
する。
・アルゴリズムを図式化する方法につい
て理解する。
・アルゴリズムの基本構造を理解する。
・プログラムとプログラミング言語につ
いて理解する。

・指導事項
アルゴロジックでプログラミング
の基礎を体験する。身近な手順を
フローチャートであらわす。ペー
パープロトタイピングに取り組
む。Scratchを体験する。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、scratch、イ
ンターネット、文書作成ソフト、
教科書、副教材、個人端末

【知識・技能】
コンピュータの基本的な構造を理解してい
る。簡単なプログラミングの構造を理解して
いる。
【思考・判断・表現】
自分の使用しているコンピュータの構成を説
明できる。簡単なプローチャートを書くこと
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活をプローチャートに表現するなど、
アルゴリズムに興味を持った行動ができる。
Scratchに興味を持ち、主体的に取り組むこ
とができる。

◯ ◯ ◯ 16

第２章
第３節　情報のディジタル化
・アナログとデジタルの特徴を理解する
・２進法による表現と情報量の単位につ
いて理解する
・文字，音，画像，動画のデジタル化の
しくみについて理解する

・指導事項
アナログ処理の体験。方眼紙を使
用し、ディジタルデータをアナロ
グ化し、他者に伝達する方法を体
験する。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、インター
ネット、画像編集ソフト、文書作
成ソフト、教科書、副教材
、個人端末

【知識・技能】
アナログとデジタルの特徴を理解している。
２進法による表現と情報量の単位について理
解している。標本化、量子化、符合化の流れ
を理解している。
【思考・判断・表現】
数を２進法，10進法，16進法で表現すること
ができる。デジタル化された画像の解像度，
階調等、説明ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
画像や、動画のデジタル化のしくみに関心を
持ち，実習に主体的に取り組もうとしてい
る。

◯ ◯



6

後
期

第３章
第３節　ﾓﾃﾞﾙ化とシミュレーション
・ﾓﾃﾞﾙ化の目的や方法を考える。
・シミュレーションによる問題解決の例
を知る

・指導事項
紙のモデルを使ってシミュレー
ション体験を行う。コンピュータ
を利用してシミュレーション体験
を行う。乱数を利用してシミュ
レーション実験を行う。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、インター
ネット、教科書、副教材、個人端
末

【知識・技能】
モデル化の目的について理解している。それ
ぞれのモデルの種類とその特性を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
ﾓﾃﾞﾙ化の手順を考えながら，適切なモデルを
選択することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
ﾓﾃﾞﾙ化が自分自身の生活でどのような場面で
活用されているか考えようとしている。

◯ ◯ ◯

16

合計

78

第４章
第１節　情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸのしくみ
第２節　情報システムとデータベース
第３節　データの活用
・情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸの基本的な構成を理解
する。
・ﾃﾞｰﾀ伝送の仕組みを理解する。
・情報ｾｷｭﾘﾃｨ、対策を理解する。
・データベースの考え方と基本的な操作
について理解する。
・問題解決におけるデータの活用方法に
ついて理解する
・データの収集，種類，整理、分析方法
について知る。

・指導事項
自宅のLAN構造を考える。データ
ベースベースを体験する。表計算
ソフトを利用し、簡単なデータ
ベースを構築する。ネット上の
データを利用し、各種検索、抽出
等を体験する。データ分析の簡単
な方法を体験する。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、表計算ソフ
ト、インターネット、文書作成ソ
フト、教科書、副教材、個人端末

【知識・技能】
情報通信ネットワークの仕組みを理解する。
データベースの基本構造、種類を理解する。
【思考・判断・表現】
情報通信ネットワークの基本的な構成につい
て説明することができる。情報サービスには
どのような情報システムが必要か考えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分の身のまわりにあるネットワーク用の機
器について関心を持っている。情報サービス
で解決できる課題について，自分の考えを深
めようとしている。

◯ ◯ ◯
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科目 ⅠⅡⅢ 部 年次 2

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰ ⑱ 講師１ 講師２

0

0

0

0

0

第４週

P12-13
振り返りテスト
タイピング

情報科社会を支える法律はどのようなものか知
る。

ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

0

0

第２週

P8-11
振り返りテスト
タイピング

情報化社会とはどのような社会かを知る。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

５月

第１週

0 0 0

0

第３週

0 0 0

第５週

0 0 0

0

0

0

0

第４週

P6-7
振り返りテスト
タイピング

スマートフォンとＳＮＳの普及による変化を知る。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

0

0

第２週

0 0 0

0

0

0

４月

第１週

0 0 0

0

第３週

0 0 0

科目指導目標

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解する。
情報と情報技術及びこれらを活用し、自らの生活に適切に活用する。
情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する行動ができる。

指導項目・内容 具体的な指導内容・目標 使用教材・教具 予定時数
上・評価の観点
下・評価の方法

0 0 0 0 0

使用教科書 情報Ⅰ図解と実習　日本文教出版 補助教材 情報Ⅰ図解と実習サブノート

0

0 0 0 0 0
講座担当者氏名

田倉　章良 小出　篤史 佐藤　恭江 橋本　明彦 西川　紫月

0 0 0 0

令和6年度 東京都立世田谷泉高等学校 　年間授業計画

教科 情報 情報Ⅰ 履修対象（部・年次） 1 授業講座数 15 単位数
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指導項目・内容 具体的な指導内容・目標 使用教材・教具 予定時数
上・評価の観点
下・評価の方法

0

0

0

0

0

第４週

0 0 0

0

0

0

0

0

第２週

P64-65
振り返りテスト
タイピング

コンピュータの基本的な構成を理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

９月

第１週

0 0 0

0

第３週

0 0 0

第５週

0 0 0

0

夏
期
休
業

0 0 0

0

0

0

0

0

0

７月

第３週

0 0 0

0

0

第２週

単元テスト②
速度試験

単元の振り返りを行う。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

第１週

P56-57
振り返りテスト
タイピング

圧縮の方法を理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

2

0

0

第４週

P52-55
振り返りテスト
タイピング

画像のデジタル化の仕組みを知る。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

0

0

第２週

単元テスト①
速度試験

単元の振り返りを行う。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

６月

第１週

P14-17
振り返りテスト
タイピング

著作物にはどのようなものがあるか知る。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

第３週

P48-51
振り返りテスト
タイピング

アナログとデジタルの違いを理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

第５週

0 0 0

0
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指導項目・内容 具体的な指導内容・目標 使用教材・教具 予定時数
上・評価の観点
下・評価の方法

0

0

2

0

0

第４週

P98-99
タイピング

Ｗｅｂページ、電子メールの仕組みを理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

0

0

第２週

P94-97
振り返りテスト
タイピング

情報通信ネットワークの基本的な構成を理解す
る。

ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

１２
月

第１週

P76-77
振り返りテスト
タイピング

プログラムとは何かを知る。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

第３週

単元テスト④
速度試験

単元の振り返りを行う。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

第５週

0 0 0

0

0

0

2

0

0

第４週

単元テスト③
速度試験

単元の振り返りを行う。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

0

0

第２週

0 0 0

0

0

0

１１
月

第１週

0 0 0

0

第３週

P68-71
振り返りテスト
タイピング

ＣＰＵが実行する演算の仕組みを理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

第５週

P72-75
タイピング

アルゴリズムとは何かを知る。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

0

0

0

第４週

P66-67
振り返りテスト
タイピング

ＣＰＵの構造と役割を理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

0

0

第２週

0 0 0

0

0

0

１０
月

第１週

0 0 0

0

第３週

0 0 0

第５週

0 0 0

0
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指導項目・内容 具体的な指導内容・目標 使用教材・教具 予定時数
上・評価の観点
下・評価の方法

25 50総授業回数 総授業時数

0

0

0

第４週

（行事、修了式のため、授業なし） 0 0

0

0

0

0

0

第２週

0 0 0

0

0

0

３月

第１週

ピクトグラム作成２ 学習成果発表会に向けた作品作り ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

第３週

（行事のため、授業なし） 0 0

0

0

2

0

0

第４週

0 0 0

0

0

0

0

0

第２週

単元テスト⑤
速度試験

単元の振り返りを行う。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

２月

第１週

P34-35/40-41
振り返りテスト
タイピング

情報デザインの考え方と目的を理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

第３週

ピクトグラム作成１ 学習成果発表会に向けた作品作り ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

第５週

0 0 0

0

0

0

0

0

0

第４週

P100-101
振り返りテスト
タイピング

サイバー犯罪から身を守る仕組みを理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2

0

0

0

0

第２週

0 0 0

0

0

0

１月

第１週

0 0 0

0

第３週

0 0 0

第５週

P102-105
振り返りテスト
タイピング

暗号化の仕組みを理解する。 ＰＣ、プロジェクタ、
副教材、個人端末

2



年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和６年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 ① ② ③ ④ ⑤

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１～４

情報 情報の基礎
情報 情報の基礎 2

【 知　識　及　び　技　能 】 情報と基本的な情報技術及びこれらを活用する方法を理解する。

①小出篤史 ②橋本明彦

実教出版　３０時間でマスター　office2021

情報

情報と情報技術を用いて、伝達する技術を身に付ける。

目的に合ったソフトウェアを適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する行動ができる。

情報の基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

基本的ななコミュニケーションの実現，コンピュー
タやデータの活用について理解し，技能を身につけ
ているとともに，有効的な情報伝達と人との関わり
について理解している。

様々な情報を捉え，適切な情報処理と情報伝達
を効果的に行っている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題
の発見・解決に向けて主体的に情報技術を活用
し，自ら評価し伝達しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

12

配当
時数

前
期

〇Windows11の基礎
身近な事例から情報社会を意識し，基本
的なOSソフトウェアについて理解する。

・Windows10の画面構成を理解する。
・マウスと指の使い方をマスターする。
・タスクバーの利用を理解する。

・指導事項
情報活用とソフトウェアを活用す
る方法について理解を深め、ソフ
トウェア（OS）の技能を深めるよ
うにする。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、副教材、個
人端末

【知識・技能】
情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報
技術を活用して問題を解決する方法を身に着
けている。
【思考・判断・表現】
目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解決する
方法ついて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
0Sソフトウェアを理解して、情報の基本的な
学びに取り組み、情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用しようとしている。

◯ ◯ ◯ 8

〇ブラウザの利用
情報と情報技術及びこれらを活用する方
法について理解し、情報社会ととの関り
を考える。

・インターネットとWWW
・Microsoft　Edgeの構成画面
・Webページを見る
　　ドメインとURL等
・知りたい情報を見つけるには
　　問題解決実習
・インターネットを安全に利用する
　　利用上の注意点
　　著作権

◯

・指導事項
情報活用とアプリケーションソフ
トウェアを活用する方法について
理解を深め、アプリケーションソ
フトウェア（ブラウザ）の技能を
深めるようにする。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、ブラウザソ
フトウェア、副教材、個人端末

【知識・技能】
情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報
技術を活用して問題を解決する方法を身に着
けている。
【思考・判断・表現】
目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解決する
方法ついて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々なアプリケーションソフトウェアを活用
して、より広く深い学びに取り組み、情報と
情報技術を適切かつ効果的に活用しようとし
ている。

◯ ◯ ◯

20

後
期

〇表計算ソフトウェア
情報と情報技術を適切に活用するととも
に、情報社会に主体的に参加する態度を
養う。

・Excel2021の画面構成
・データ入力の基礎
・基本的なワークシート編集
　　問題解決実習
・関数を使った計算式
　　問題解決実習
・小数点とセルの絶対参照
・罫線
・関数を使った計算式
　　問題解決実習
・小数点とセルの絶対参照
・複雑なグラフ作成
・Webページをを活用した表の作成

・指導事項
情報活用とアプリケーションソフ
トを活用する方法について理解を
深め、アプリケーションソフト
（表計算ソフトウェア）の技能を
深めるようにする。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、文書処理ソ
フトウェア、表計算ソフトウェ
ア、副教材、個人端末

【知識・技能】
情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報
技術を活用して問題を解決する方法を身に着
けている。
【思考・判断・表現】
目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解決する
方法ついて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々なアプリケーションソフトウェアを活用
して、より広く深い学びに取り組み、情報と
情報技術を適切かつ効果的に活用しようとし
ている。

◯ ◯ ◯ 24

〇文書処理ソフトウェア
情報と情報技術を適切に活用するととも
に、情報社会に主体的に参加する態度を
養う。

・Word2021の構成画面
・入力インジケーター
・クイックアクセスツールバー
・文字の入力
　　タイピング練習
　　問題解決実習
・IMEパッドとコード表
・表の作成
・文書処理ソフトウェアとの関連付け

・指導事項
情報活用とアプリケーションソフ
トウェアを活用する方法について
理解を深め、アプリケーションソ
フトウェア（文書処理ソフトウェ
ア）の技能を深めるようにする。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、文書処理ソ
フトウェア、副教材、個人端末

【知識・技能】
情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報
技術を活用して問題を解決する方法を身に着
けている。
【思考・判断・表現】
目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解決する
方法ついて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々なアプリケーションソフトウェアを活用
して、より広く深い学びに取り組み、情報と
情報技術を適切かつ効果的に活用しようとし
ている。

◯ ◯



8

後
期

〇プレゼンテーションソフトウェア
情報と情報技術を適切に活用するととも
に、情報社会に主体的に参加する態度を
養う。

・PowerPoint2021の構成画面
・プレゼンテーションの作成
・文字装飾と図形の活用
・グラフの活用
・アニメーション効果の利用
・表の活用と画像・映像の挿入
・スライドショーと資料作成
・プレゼンテーションの基礎知識

・指導事項
情報活用とアプリケーションソフ
トウェアを活用する方法について
理解を深め、アプリケーションソ
フトウェア（プレゼンテーション
ソフトウェア）の技能を深めるよ
うにする。
・教材
ＰＣ、プロジェクタ、文書作成ソ
フトウェア、表計算ソフトウェ
ア、プレゼンテーションソフト
ウェア、副教材、個人端末

【知識・技能】
情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報
技術を活用して問題を解決する方法を身に着
けている。
【思考・判断・表現】
目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解決する
方法ついて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々なアプリケーションソフトウェアを活用
して、より広く深い学びに取り組み、情報と
情報技術を適切かつ効果的に活用しようとし
ている。

◯ ◯ ◯

6

合計

78

プレゼンテーションソフト活用
・アニメの理屈
・FPSの違い
・作品制作

・指導事項
プレゼンテーションソフトのアニ
メーションと、パラパラ漫画の動
きの違いと理屈を理解する。ＦＰ
Ｓの変化により、動画がどう変化
するかを知り、アニメーションを
製作する。実際にアニメーション
を動かしながら、一つのテーマ性
を持った作品を完成させる。

【知識・技能】
アニメーションの理屈を知り、製作する枚数
によってどう動くか、変化するかを理解でき
る。
【思考・判断・表現】
目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を発見・解決する
方法ついて考えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
作成したアニメーションを自己分析し、改善
を図ることができる。

◯ ◯ ◯


